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パノレジファルを巡るエクリチューノレの歴史
一テーサー画シモンズを再読する一
富田雄一郎
　1897年のバイロイトにおける『パルジファル』体験は、詩と評論という二つのワ
グネリアン・テキストの生産、ヴァーグナー音楽への急速な1接近とワグネリアン・
モティーフの増加、デカダンスからサンボリスムヘの転向時期との一致、詩から舞
台芸術への創作及び批評活動の変化等の理由から、シモンズのワグネリズムを考察
する上で記念碑的事件として注目すべき問題である。この時産出されたテキストは
「バイロイトのヴァーグナーに関するノート」（“Notes　on　Wagner　at　Bayretlth”以
下NWBと略す）として評論集『劇、演技、音楽』（〃帆Ao伽gα〃伽∫た1909
年の改訂版ジに収録されている。第一節「バイロイトとミュンヘン」（“Bayreuth
and　Munich”）、第二節けパルジフアル』のレツスン」（“The　Lesson　of肋161〃”）、
第三節「ヴァーグナーの芸術（技術）」（“The　Art　of　Wagner”）のうち、第二節が
『パルジファル』体験の印象を言語化したテキストであるのは一目瞭然だが、これ
までどのような読み方をされてきたかというと、例えばワグネリズム研究家のアン
ヌ・ザンバ・セッサはその著書「リヒャルト・ヴァーグナーとイギリス人』（1979）
の中で、シモンズが『パルジファル』の宗教性に言及した箇所を引用しつつ、「ヴ
ァーグナーは“一種の肉体とも言うべき精神の満たされない欲望”に対して表現を
与え“諸々の感覚を通じて神秘主義”を描き出すような宗教的音楽を作り出したと
シモンズは『パルジファル3について書いている」と述べ、「宗教」或は「神秘」
の言説を前景化している。2『「荒地」に至るヴァーグナr（1982）のストッダード・
マーティンもけパルジファル』と神秘主義」という見出しのもとで同様の読みを
展開し、『シャクンタラrと比較した言説を引きつつ、シモンズは「東洋的神秘
主義のドラマ」として『パルジファル』を賞賛していると述べ、更に「シモンズが
信ずることのできた神秘主義とは、厳密に言うなら、東洋でも西洋でもなく、より
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一般的でよリ包括的なもの、サンボリストの芸術の背後に認めていたようなもので
ある」とその「神秘」の特徴を述べている。3またシモンズの伝記作家であり世紀
末の研究家であるカール・ベックソンも『世紀末のロンドン～その文化的背景～』
（1992）でセッサと同じ弓1用を用いて、「『パルジファル』は“諸々の感覚を通じて
神秘主義を描き出すための’’試みであるとシモンズは解釈している」とやはり「神
秘主義的解釈」に傾しており4、こうした一連の読みによってシモンズのワグネリ
ズムの主たる特徴があたかも「神秘主義」にあるかのようなディスコースが形成さ
れてしまっているのである。
　確かに「神秘」という語は、ネルヴァルを冒頭に飾γ）イェイツに捧げられた『文
学におけるサンボリストの運動2や神秘主義的傾向を持ついくつかの詩篇を読み解
く際には重要なコードとして働くであろうし、そうした文脈でシモンズのヴァーグ
ナー像を構築していくことも可能である。例えば『バルジファル』体験の翌年98年
に書かれた詩篇「モントセラット」（“Montserrat”）では神秘的で動きの無い静謙
の世界が描かれているが、モントセラットとはモンサルヴァートという聖盃伝説の
地、すなわち『パルジファル』の舞台であって、NWBと並べて読む時「神秘」の
ヴァーグナーというイメージは決定的なものにさえ思えてくる。
Peace　waits　among　the　hms；
I　have　drunk　peace，
Here，where　the　b1ue　air　fills
The　great　cup　of　the　hil1s，
A1ユd　fms　with　Peace．
Here，where　the　Ho1y　Graa1
Brought　secret1ight
O1〕ce，from　beyond　the　vei1，
I，seeing　no　Ho1y　Graa三，
See　divine　light．
しかし…方でNWBと同時に書かれた詩篇「パーシファル」（“Parsifa1”）では「宗
教」或は「柳秘」のコードはかろうじて「薔薇」という語の中に感じとられるのみ
でそれ程’支柵的であるとは思えない。
Rose　of　the　garden’s　roses，what　pa亘e　w量nd
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Has scattered those flushed petals in an hour, 
And the close leaves of all the alleys thinned, 
Wllat re-awakening wind, 
O sad enchantress banished to a flower ? 
Parsifal has out-blushed the roses : dead 
Is all the garden of the world's delight, 
And every rose of joy has drooped its head, 
And for sweet shame is dead ; 
Sweet joy being shameful in the pure fool's sight. 
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(a) And, so perfectly do all the arts flow into one,... (NWB 3023) 
(b) As I had said in speaking of "Parsifal," there is one rhythm through-
out ; music, action, speech, al} obey it. (NWB 312) 
(c) Only in Wagner does God speal{ to men in his own language. 
(NWB 314) 
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That slow rhythm, which in Wagner is like the rhythm of the world flow-
ing onwards from its first bi-eathing out of chaos,... (NWB 313) 
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The LPallslfafs] music itself has the abstract quality of Coventry 
Patmore's odes. I cannnot think of it (=Parstfars music) except in tenTls of 
sight. Light surges up out of it, as out of unfonTled depths ; Iight descends 
from it, as from the sky ; it bi-eaks into flashes and sparkles of light, it 
broardens out into a vast sea of light. It is almost metaphysical music ; 
pure ideas take visible form, humanise themselves in a new kind of ec-
stasy. The ecstasy has stiH a certain fever in it; these shafts of light 
sometimes pierce the SOLll like a sword ; ･･･ (NWB 300) 
The music, soaring up from hidden depths, and seeming to drop from the 
heights, ancl be reflectecl back fi-om shining distances, though it is, more 
than anything I have ever heard, Iike one of the great forces of nature, the 
sea ancl the wind, itself makes pictures, abstract pictures ; ... (NWB 302) 
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眼には『パル：／ファル3はなによつも「絵」　　「抽象的な絵」　　として映っ
ていて、「視覚」的要素抜きには考えることもままならないと言うのである。テキ
ストにおける「絵」という語の遍在は、詩篇「パーシファルーにおいて『パルジフ
ァル』が絵画化されていた事実と合わせ考える時、極めて重要な要素として浮上し
てくるに・違いない。
　このように挙げてゆけば切りがない程様々な、ひとつの記号のもとに収救されき
ない、時には対立する「声」　　「神秘」のコートの特権性を無効化するような多
様な「声」　　がテキストには木霊しているのてあって、様々な「読み」の可能1性
を切り捨て「神秘」にのみ寄り掛かった従来の解釈は、恋意性の完全な排除などは
到底不可能としても、暴力的の誘りは免れえないものと考える。そこで間題はこう
したテキストをいかに読めばよいのか、どこに中心を求めればいいのか、何をもっ
てシモンズのヴァーグナー像と言うことができるだろうかという問いに変わる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴフー」アバ　彼らの読みにはもうひとつ重要な誤謬が指摘できる。それは異稿に対する意識の
欠如である。『パルジファル』の印象記は最初は全く異なる形態で発表され、1909
年改訂版の評論集に収録されるまでに大幅な改変を施されているのである。それは
語彙や文章レベルに留まらない構造レベルでの変化であって、テキストの読みに影
響を与えかない。それゆえ無白覚の侭に分析を開始するのは明らかに間題である。
少なくとも97年の時点でシモンズが『パルジファル』の内に何を見ていたかを解き
明かそうとする場合にはガ幅な改変を許したNWBでは不適切であって、ベック
ソンやセッサのようにオリジナル部分と加筆部分を分別せずに論じてしまうわけに
はいかないのである。またシモンズのエクリチュール全体の印でこの体験の持つ意
味や意義を考察する場含には、テキストの生成過程に配慮した視野が必要となるだ
ろう。だがテキストの差異を問題化した論者はひとりもいない。最も新しくかつ詳
細なベックソンの伝記にさえ異稿の存在すら書き込まれていないし、シモンズとヴ
ァーグナーの関係を最も綿密に分析しているマーティンの前掲書でも表立って論一じ
られることはないのである。こうした基礎作業の欠落はシモンズ研究という領域一
一そもそもその存在すら怪しいのたけれと　　における未執性の間題とも関連があ
ろう。そこで本稿はパルジファル・テキストの生成過程を明らかにしつつ、これま
で意識されてこなかった異稿の問題を視野に入れながらテキストを再読することを
目的として設定する。
「パルジファル』の印象記は翌年の98年総合芸術雑誌「ドーム』（ηκ刀o舳ユO一
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の問題を表面化して論じることはないし、両テキストを視野に入れた考察を展開す
ることも、「『パルジファル3のレッスン」以外の叙述部分について出白を明らか
にすることもしていない。不思議なことに誰も追求していないのである。
　だが例の『ドーム』誌をもう少し追跡すれば99年の8－10月号に「バイロイト1
ヴァーグナーに関するノート」（“Bayreuth：Notes　olユWagner”）というテキスト
が見つかつ、NWBの構成要員である事実が判明したはずである。このテキストは
98年に再びバイロイトを訪れ『二一ベルングの指環』を観劇した後に書かれた評論
であるが、二分割された後、前半部分がNWB第一節「バイロイトとミュンヘン」
の前半に、後半部分がNWB第三節「ヴァーグナーの芸術（技術）」全体として
使われることになるのである。では第一節の後半はどこから来たのか。NWB成立
時に新たに書き加えられたのかというとそうではなく、シモンズが頻繁に寄稿して
いた『アカデミー』（ηθルα伽〃α〃〃〃αよ榊）（1902年9月27日）に発表され
た「新ハイロイト」（“The　New　Bayreuth”）　　！901年に柿落としされたはかりの
ミュンヘンのプリンツレーゲンデン劇場に関する報告でバイロイト劇場を模倣して
作られた同劇場をンモンスは1902年8月に訪れこの論考を書いた　　から数カ所が
切り出されて継ぎ接ぎに使用されているのである。更に複雑なことには、1903年版
（初版）の『劇、演技、音楽』にはまだNWBの姿はなく、代わリに「パッハマン、
『パルジファル』、そして悲恰交響曲」（“Pachmam，“Parsifal，”and　the　Pathet1c
Symphony”）というコンサート評論が収録されていて、このテキストの『パルジフ
ァル』に関する記述がNWB第二節の一部として吸収されるのである。
　こうしてみるとNWBは複数のテキストの断片が繋ぎ合わされて創造られた
ダト手・・一
怪物的存在であることがはっきりと見えてくる。従って、これらの諸テキストを
BPPDからNWBに至るひとつの「群れ」として捉えるような視点が必要であリ、
97年の『パルジファル』体験を中心としたワグネリアン・テキスト群という
イストワール物語二歴史の発生と行方が記・述されねばならない。
　シモンズは「バイロイト詣で」以前からヴァーグナーの名前も知り作編に接して
もいた。にも関わらず特にこれといった反応を示すでもなく、ワグネリアンなテキ
ストを紡ぎ出すこともなかった。それが97年の体験を契機として突如ワグネリアン
ヘと転身するかのような印象を受けるのである。つまりこの体験はシモンズによる
ウァークナーの読み直し　　再発見　　と呼ぴうる事件てあiつ、この時新たに何を
見い出したのか、ンモンスがとんな眼差して㌘パルンファルjを　　ウァークナー
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~~77)~~ (7)~,/;~.:/J iC~~;IJ~~77 ~7~ ~I~~~)i~i*~Jf~ ~~*~~~~~i t~c~ 
~~~~ LC~~~'~+ji~~~7~~c ~ (7)~ ~~;z. I･ i~ ~ ~~~~~~~f~i*~'~~ LC(7) ~.~)~~)7 7 )~~ ~{, 
~~ec~'"･~ ~ . ~T~=~~>~ ~f-) -~f~~-i~ r,~<'~^**J r~~~i'-+~~~~~,~'!^'--*J ~ LC~~~ 
tL~. 
The performance of Parszfal, as I saw it last year at Bayreuth, seemed to 
me the one really satisfying performance I had ever seen in a theatre ; ･-
Parslfal, then, presents itself as before all things a picture. The music, 
soaring up from hidden depths, and seeming to drop frowl the heights, and 
be reflected back from shining distances, though it is, more than anything 
I have ever heard, Iike one of the great forces of nature, the sea or the 
wind, itself makes pictures, abstract pictures ; but even the music, as one 
watches the stage, seems to subordinate itself to the visible picture there. 
(BPPD 69) 
~*+"･~~~'~~T~)~,b'-'･-･"'T'i,~'~.~-~~~~~~:~-~~~~~'.~'~i~;~;~~~L~(7)I~~~}~)fEB~'--~~'i~t:~cv+~* r4~~ ~) ~ 
~~~ ~.~)~)7 T )~~ l~ r,~<"!"'='*J ~~) ~J ~iZ~~~~tf*-('~~'･. ~,~"~ec~r*. C~~t~J}~ r,~"~;J 
(7)~~~~:,1'~ ~'~･*･" D ,~~~~~ ~LC v+ ~ ~ ~ ;:) ~ ;~~ ~ ~ ~] iC I~i~:~~~)~:U~~~~):_kl(7)~n~~~*i~ 
~) ~rLCv~ ~ ~ ~,,=+*~j-~ ~ ~) ;~ ~ ~~(7)~!I~l~I~~F~?~~:=~B=,~*~, ~ LC~)~7 / ~7'~- ~ 
r,~'!^-'-*J ~)~~~~,1'~i~*~<*"=()~{~-i~ C--"--"~'m~1 ~ ~ ~L,~>'~^--'*~~i~~.^Uf,~･~r~~+,~='~~ D ;~~ tL ~ . 
If it were once realised how infinitely more important are the lines in the 
picture, than these staccato extravagances which do but aim at tearing it 
out of its frame, breal{ing violently through it, we should have learnt a lit-
tle, at least, of what the art of the stage should be, of what Wagner has 
shown us that it can be. (BPPD 70) 
~)Lv'C~,h~f^~A~l~~:~li~J~11~~} ~j~tLf*-f'~~"'. rn~{~~'~~~~'="~~~'~~~~(7)~ ~ }~ )~~ ~ /:~C1)Cv~~ " ~l~)~)7 
~ ,'.. /~)~~ (7)~~~" ~l~4FIJ~'~ v'~ r~~);~~-F*~~~i~7J~~'~~~~). ;~fLi~ rl) ;~~J~J (7)~~~~:,1'~li~~~;} 
~l) ~)~~;~ ~'~) ~) ~ ~/ ~~ ~/ ;~~1~'----~'~='"--'- ~ . 
And, so perfectly do all the arts flow into one, the picture impresses one 
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chiefly by its rhythm, the harmonies of its convention. The lesson of Pa.rsi-
fal is the lesson that, in art, rhythm is everything. Every movement in the 
acting of this drama mal{es a picture, and every movement is slow, delib-
erate, as if automatic. (BPPD 69) 
If-/ ~/~h-I~~ ~1 ~'l~ r~)O f*- i' ~ L ftJr~)J~ (7)~=f[Jfl~li~ ~t/tJr l) ;~~J~J ~ LC. 
lli~rf='1Cl~;~~) Lf,_- r]) 7~J~J ~~･J',L~~]t~) r,{<'~'s~i'J ~ LC~~{~~fLCv*~. '･~((7)FIJl~~iC 
~ ;&,~~t~~ ~ ~ } / + ;z ~~- ~ ;~. ti=~(7) l'~'J~*l]~~ljJ~J/:~:~F7~?~~',1*J} ~j L ;/~ /;z: 
l~.*.~i~~t HEI L -+J1--".C ~) . ~+ * 
After all, action, as it has been said, is only a way of spoiling something. 
The aim of the modern stage, of all drama, since the drama of the Greeks, 
is to give a vast impression of bustle, of people who, Iike most people in 
real life, are in a hurry about things ; (BPPD 69) 
~.~)~~7 -) )~~ l~E~e7~(7)~~i~~~~~~l~}C~~~t~ ~/ ~/~f-J~~~ LC~~}J!~~~lJ~rl*--'---'~~1'1u~(J7･.[~uJ~~kl,__'L~~> 
~+~;;~~fLCV'~)~)~'~~). = =~' ~J~~~~~'ll. ~~~~. ~'>~~< ~~l-f)~I; ~1~71Ct~+if~ F~ ~t~~ ~ ~ 
fLC v' ~)~:-5~:~'**+~~,~EIL).V';~!~~lt~ ~ ~~) ~). ~~:}~)j'C(7)HJli~~'~ ~-/ ~/~~=(7)~#+rl'~~*T)i 
C7),~'~i~~Y~fl~~j~rrLI ~OC~.JJ~~~tL~) r~"</*'J ~~t#i'*J~:*'~~t~). 
No actor makes a gesture which has not been regulated for him ; ... Ges-
tru~e being a part of a picture, how shoulcl it but be settled as definitely, 
for that pictorial effect... Also, every gesture is slow ; even despair having 
its artistic limits, its reticence. It is difficult to express the delight with 
which one sees, for the first time, people really motionless on the stage. 
(BPPD 69) 
;~ LCT~;z. } (7)l~5C**~:f'~"* i 7~~rOC~~1) ~'~ / // y/~~J~~ IH~,~h ~~*~i~=:' 4~Lf,_- r~Ip 
~-~"J 67)-=-"-'~'=--i~~~~~~~~･-'='~~~)t. 
And Parszfal, which is thus solernnly represented before us, has in it, in 
its vel~y essence, that hieratic character which it is the effort of supreme 
art to attain.... There is something of the same universal tenderness, the 
same religious linl{ing together of all the world, in some vague enough, 
but very beautiful, Pantheism.... I should say that in Pal(slfal he is pro-
foundly 1~eligious, but not because he intended, or did not intend, to 
shadow the Christian mysteries. His music, his acting, are devout, because 
the music has a disembodied ecstasy, and the acting a noble rhythm, 
which can but produce in us something of the solemnity of sensation pro-
duced by the service of the Mass, and are in themselves a kind of religious 
ceremonial. (BPPD 71) 
~ ~C :/t / ;~:/J ~l'l. LCv~~) r~~l~f~'Jf.J.~~J ii?-f~ ~/ ~~li~Cv+f_- ~ ~ }C~ 
~~~ ~ ~y~)~lL(7)~r)~ l' ~rfll,~":,-1~~ ~ ~ ~7 l' l) ~/ ;~:'J~ ~~'<Jj~) ~ t ~)~~:l~~;~~~~"~';(7)).-.~J~~/J> ~ ~ ~"E*~:_~ 
~~ 1) /t "Hf~li~~ l) 7+~~" ~ ~=~-.') ~~{~~~';~J'I ~:(7)iJi~~C~)~) * 
?
~~_h(7)~ ~ /J>~. BPPD (7)~1 -/ T~~~ I i ~f5v+C r~IIl~~,J ~~~~] ~ lr~;z. I 
L-~"'~l~ < t･>f~/7 f~~~(7)U ~ ~} J__~.~l~ ~ 7~;tLC~~L'n'J11~~ ~~ h ~:i~f~~v*~ ~ l~~J] ~~ ~ ~ *, 
~) O C~ ~~i~f~)~L' L /t NWB c7)ri~." I) 7 ~r ;L-'I~li r~rll~-~',J (7)~~j'4'"~i~1~~~~~iHE~~=)J4~~r 
~) f;*"~J (7)fJ~ l~;~ ~ ;~ ~97iF*(7)f~~7. l- i(~P~JfJ--',t~)4~l~~~~f"~:~~'~ ~~O f*-~ ~~~~) 
~>~. ~ ~7:)C' r r.~)~~)7-/ )~~ (7)~ ,/ ;z,~J /J~~~~~~~･~~/ h?~J~~~i~~~)~~L 
= ~ I) ~ * -)~ ~ fJf=1"**~~ ~ fLC v* ~) ~J_L -~lfiJ ~]c7)~ ~ ~4t~~~/' ~:~/;~~~)~f-j -~~ 
~~~-~~~ rL ~ ~ ~L14~7i~c ~) ~lf,~'~(7) rrl ~~~+.." ~ (7)4~ff'~!'~~)()L ~ O~' ~ ) ~) ~ 17'-/ ~ **) L 
~l. ~'(7)~ ~) 7~'!~~4,~/11'*'~4~-I~ ~z: ~ fLCv~ ~)~> ~;~~-. ~~~ll~~f!c ~) ~ v+. 
~ ~ -' 
^*~-iC~~tl*;,ii~'~ ~) c7)Ii. ~~ ~L ~ ･~~/ l' 7 ~ ~ i~iii~~,t~].-l~:(7)ff'~~~'~'~' ~af r)~JtLt ~) ~:~~~:'~~ ~~ 
~~~.~ r'*'._.+ I-~~t~)~f*~l) )~ ~~h)rL~)~~ ~'･Jf~c r,~>+~'*+j ~ LCS'rr"'i~>~l~Cv+C. ~ n*<J ~ 
~'~)72~. 
[1] t (=clancing) idealises these mere acts, gracious or bi-utal, into more 
than a picture ; for it is more than a beautifiecl reflection, it has in it life 
itself, as it shadows life ; and it is farther from life than a picture. 
(BPPD 65) 
L~>~/~)/ l'?~ ~~;1/~~~C7)~*1~('.~i~~' (7)l¥7~ 77~ Il~t~~~~(L~~l ) r,~;'~J ~ LC(7)ry-/ ~~~h 
~)~j~{1/1 i ifJilidtC~J ~^~;* ~'V(7) ~/¥)~;/7 ,~)~~ ~~"~~jlui'¥~,f!~Li~CV'~) ~ ~ ~~f;~~~=*t l* 
~f]~;-. Iltll4~~~~* ~lf ~l¥)~)7 -/ )~~ ~ V~ ) *,)L~~i~ ~ l) Tifr=~-d*tJ~ ~ C7) ~ /:~C~ +'/_+_  -- ~*':~~ - -
3 -~ 8 
Here is the picture completed, awaiting only, for its ideal preseniment, the 
interpretative accompaniment of music, which Wagner will give it in what 
is so far the most complete form of art yet realised. (BPPD 689) 
~F~**[liCi~ r~)t~~:J ~(7)~~~j~l)1, ~'~)~. 
It obsel~ves nature in order that it may create a new form for itself, a form 
which, in its enigmatic silence, appeals straight to the intellect for its com-
prehension, and lil{e ballet, to the intellect through the eyes. (BPPD 68) 
I do not see why people should ever break silence, on the stage, except to 
speak poetry. Here, in pantomime, yoL1 have a gracious, expressive si-
lence, beauty of gesture, perfectly discreet appeal to the emotions, a trans-
position of the wol~Id into an elegant, accepted convention : in a word, all 
the outlines of the picture. (BPPD 68) 
r**~~) < 7~t'i~~~'Jr~j~1~~~:~ /:~C7)t'l'~~'J I~ r ~.~)~)7 -) )~~ (7)~ '/~~/J i[~~3it~)}'r~'rli-li 
~J~F~if~'J7~~C~~~ '~~~I~~(7)~~~~'-~~.,IL~'(,'~<･~~'l~~)~) ~ v*. r~-',)J~(7)4H~..,,~v~J ~~~~(7) rlr~)Of* ~ * * 
~ Lf*Jrl) 7J~~ ~ ~j*L,*i**fl*~~+1i r!~l~~)~c7)[~'~~~~~__.+.J ~~~l]~-*>~~~ ~(7)~'. ~/t~ ~l 
***, *** ;z~~)~-/ ~~~~ }~"/ I ?~ J~~'~'J}~,7~r"' t, 7~f~.~ ~1)tL~) ~ ~ }~ r7~;i!;:~:J ･¥~,,~~.~l)~lLC~) 
< (7)~'~)~). r~~]~!~:J i~ r~r~T',~,J ~~,(1'~~t]f.~l~r~t~'l~f~Cv*. f~~~*F'~'-~~J~~*~~i:IJL1(Ji~Ui~~>,)> (7)~~~~~ 
r+'+ r~1 ~'t~ ~ 7i~c < ,~<--'*J (7)11.*j,-"=~~~tr~~ ~ ~~~)C~~/*C v+ < ~ ~ ~ ,L~~~~C~~ ;~ ~ .~~ ~l~,.'F~~~~t 
()t.~/ h ?~ J~~~~~~~~l)H~,,)ttr~L ~ }c ~ O C r,~'~miill:U~~fS'?zl~3)'~J r~~:;~l~:J ~)~~~f'~}C;~~_ 
Ifv,f*.' rr+J'r~i;~~~~~'lJ~*~1,-"-'-=';h'B~~(Jjii~"=~~)~J ~ v･ ~ ･~)~)7 /~ )~ ' f~~~ l~ I)'J(7)~:~~:/1~CiF.Uili~~~~'+~-~~~ 
I') }C ~ rLC < ~) c7)~'~b ~). 
?
~'I~ ~1 -) Lf*-If-/ ~~"~-rf~~/J~~~t~J.f'~~*+'~(7)JJ-l~]iC~)1~~'LfLCv* < (7)~>. ~ ~ -T~~# 
NWB '¥ ~7･.~~+~.~]~<~~~~L~~Cjl~(~~~..~_..}c~~)'.~~d'<;~~z:~~~C;~~ ~ ~ . 97~F-'-(7)~/ ~ ~/ 7.'}~ ~ 1) C(7)17 
~~ ~l~4~T~ }) ~ /~)~;/7 )~ C~b }) 1~n~~:'~.,--･'-,=El~ ~l~)~)7-J )~~ ~{:~:,"7~;'~(7) 
f ~~ 7. l･ ~'~) O f,-. ;~(7)~(/'*.~+~i~;Li~ BPPD c7)"The performance of Pa7sifal as I saw 
it last year at Bayreuth, seemed to me the one 1~eally satisfying performance I 
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hacl ever seen in a theatre ; "(BPPD 69) i~~.-}J 7~)'one'~~ NWB ~"most"¥ ~ ~).1{~..~ 
~~lLCv* < ~ ~ i[14~~~'!=:'~~~tL~ ~ ~) i(1. ~*'~'fL~) ~~ ;~~>~t~t'~,~~~ fLCv' < ~ ~ 
j )1*1 ;~ ~). BPI)D ~'l~;~--./~}Ij*'='~~*<I~~~･7~'~'~IilJ~~{~~}c;~r~ ~ 1) Cv*f*.- ~ (7)~~NWB '¥ ~ ik,J~ L C 
v ' < ~l~ ~'rylli'rf~~~~ ~ ~~_."~i~t--1~~t~~ ~~ - I~~~-I~･tk~;~~ ~~ ~t"~~~4~ ~ fLC v' < ;~l.___.~<~IJ~~ ~~,+[-L;~~ 
llkrL~)(7)~'~~ ~). r ~.~)~)7 -/ )~~ (7)~ ./ ;~~/J (7))Jn^f-.=-"-~*'~-f')');~~.J j~III~~/~i~~iLC ~'･"~C(7)~ 
~ t~:~*~IJ~S~{1P'}~)~~). 
(1) In "Parsifal,"more perhaps than any¥vhere else in his work, Wagner re-
alised the supreme importance of monotony,... And, in the phrases them-
selves, what severity, what bareness almost ! (NWB301 2 ) 
rl) 7.'J~J (7),'1'i~~Y~f~/J~~:jf";,"ri~~ f~~/ I -J ~v~~)li~:r~~'1:~j~i'(t;4L~;~l,;~ 
(Z) What Wagner has tried to do is to unite mysticism and the senses, to 
render mysticism through the senses. (NWB 301) 
f,~.*~:rl~7~~c~;'-.'~;12~I~~~J /J~ r~rfJf=~~;'.IEi=~i~J ~ LCn)~4i~rf~~~tt~) 
(3) I cannnot thinl{ of it ( =Parslfars music) except in terms of sight.... It is 
almost metaphysical music ; pure ideas take visible form,... (NWB 300) 
~l~)~) 7 -/ )~~ ~)n+'/_'~~+~il~~~J4J~J~"'1'~ic7),~',~-'.'~'2 }) ~;L 
(4) "Parsifal"is religious music, but it is the music of a religion vvhich had 
never before foLmd expression. (NWB 300-1) 
~/~)~l"7 ~/ )~~ (7)~)'~~;!5(1~(7),'~'~;1) )r~~L 
- ~t ~ ~~-'i~ L)1~?jr~L~I~ NWB (7)$~;]~I^'**i ~ rlf7-~~h (7)~~r T(~+~~~iT~')J }c ~t~~1';~C~ ~ 
(1) In saying, as we may truly say, that Wagner made music pictorial, it 
ShOulcl be remembered that there is nothing new in the aim, only in the 
continuity of its success. Haydn, in his "Creation,"evoked landscapes, giv-
ing them precision by an almost mechanical imitation of cuckoo and 
nightingale.... not a d6col~, but a world,... (NWB 307) 
' j'*f"L ' ~ ~~- ~ " /~~ l~'~1(7) ~~~~~~,,~fl(J~<~~(rfjf~J ~r,*17~~C~ r-ILI-~~LJ ;~rc7)~(7)~ LC(7) ,~'~;J ~ LC 7: _ + _'* __ r +~+_.* +* 
IIJj~irf;(L ~~ rL ~) 
(2) And meanwhile action is not everything, as it is for other makers of 
drama ; is but one among many modes of the expression of life. Those 
long narratives, which some find so tedious, so undramatic, are part of 
Wagner's protest against the frequently false emphasis of action. 
(NWB 309) 
~r~)u~e l) ~)J~~J}~~~t ~) T / ~~T ~ ~ L C(7)~7 -/ ~ ~"~h-(7)rfl*J~'..~l'._=.~"~~~ 
~~ ~~rf~ ~ tL ~) 
(3) LN] ote how the crowds pose as in a good picture, with slow gestures, 
and without intrusive individual pantomime. As I have said in speaking of 
"Parsifal," there is one rhythill thi-oughout ; music, action, speech, all 
obey it. (NWB 312) 
r)~)~) 7 /~ )~~ (7),~=+~/+~iil!ulli~~<J~di~*~'1'~i~ r I) 7:J~ (7),'~~; i) )._.__~~'~~L 
(4.) That slow rhythm, which in Wagnel~ is like the rhythiTl of the world 
flowing onwards from its first breathing out of chaos, as we hear it in the 
opening notes of the"Ring,"seems to broaden outwards like ripples on an 
iufinite sea, throughout the whole vvol~k of Wagnel~. (NWB 3134) 
)~)~/ 7 )~ ~) ~Q)1) f,_- ~ ~ L f*Jr I) ;z:J~ ~),~='~~ }, J_=.~~r~~ L 
~~l~'i ~~ 'r**~l'~l~98iF(7) ~~~l!_*~'~ ,=.='-'~',~~'i~. ~c'~~~~~7 ~~ ~~~B+;~(7)~(7)Ic~;v* 
Ci~ll"~~ ~~ ttC v* ~ f7~;~'~t' ~ v･ ~ ~~~ll~+~~~~T7f~~ L Cv* ~) .*~11 ~ JI~l'l,~~~~7~~Cv+. 
Siegfried stands silent fcn~ I know not what space of time ; and it is in si-
lence always, with a wave-like or flame-like music surging about them, 
crying out of the depths fol~ them, that all the lovel~s in Wagner love at 
first sight. Tristan, when he has drunk the potion ; Siegmund, when Sieg-
linde gives him to drink ; Siegfried, when Brtlnnhilcle awakens to the 
world and to him : it is always in the silence of rapture that love is given 
and returned. (NWB 313) 
~ ~ - - ~'~-4/lSiF~~]'1A:~~.~lz4A'-~.}c r~;t~;{~~J ~)~~~~'~'.~~~l~j L C v~ ~ (1 (7)Hjlf~J(7)1'=[-~r~ = = ~' t/ 
i l~ )~~/ l･ ?~ ~J ~v･ ~ r*~~ !IIC < ~) ~ ~iC~t-･-_~i:~r~~~'~);~ ~ . 97~･･"-･(7) 
/~)~17~/ )~JJ *--"~'lr~j']jc:~.v~Cv+~1)i~ ~~ IT~~ 7 h ~J/J~lttC~)Of r7~;1.'~'J 67)**~*,L~,.J. 
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~~~J_,"j~~ ~l~'ft'(7)f~~7. J-Jij(l~!~~c~i~(LLC < ~. ~rL} ~ -C "7~l~-*~~'(7) - * *>r*< ' l+] ~~~ ~ L C(7)~7' 
~~ rf~" ~J~'7-c;=~~'--~rL~)(7)~'~~). 
~~i'+ ~*~fJi~)Ll7l~ ~~~l~~ 1'--.-･'~',-'11't+1~'h~ f__-~1)iJl~h~. ;~~c7)~~+~{~~)~~:~*~~**~~~~~.*~{,~*~trLl~/' ~i 
/ 7:~ ~(7)7 ･~~ ~ ~)~i~U~z: ~.~)~) 7 -) )~j ~~'-rll)~)~) l]L*<~:..-'--'~L~l]j~~)Cv･ ~)(7)j~ 
l I ~LIJl~~ ~ f~~ ;:) ) Lh ~ ~r ~) Lf*.'~d~~~(7)~1'- J~~f7/~~~~h c7)ff･-･rif*1#･/'3lz4A(i *,  L 
~~'..__.'~l~fFILCv･~ ,. Lv･ 97flii F'~)~)7 )-)~~ (7)r+Jjc.}*If._-~ /-)i~;~~)f'~**H~4~rf 
~~ ~ ~~.~L~)~El~!=*r. ~~l,~'!~C v* < ~ ~3 I(~ ~/'-/ ~ ~ ~- ~ v･ ~ !Jl~~'~/:..-1'rf~(~~.,. J,~7L ~ ~~,L･~~Jr~~LljJ~U 
.~,*: ~ L Clirf;~~ ~~Cv* < c7)~'~) ~). 
L~ L r+D~'}1'i~J f~L'~~~,;'t~~~S;~~l,_'r-･__.~~i~I~(J}(~*'J~'.~~~;~1Cv* < rl'*~'. = fL}~~,l~~)L*t~ ~~~~{ ~ - ~) ,. ~,~ ~ 
~4~~'~{~ ~ L Cif~~~~ ~~. M~t}; I~jJn~i(~ ~ ~ C~~:iJi~)!~:."rf~z:~J~ j~ LCv+ ~) 'l~i-"'-~*'f~~ ~ t~~'l~'i~'~ 
~). fl)U~i~"-)'((7)i*Jl~~. 
The outcry comes and goes, not only with the suffering of Amfortas, the 
despair of Kundry. This abstract music has human blood in it.... That mys-
terious intensity of expression which we see in the faces of Rossetti's lat-
est pictures has something of the same appeal as the insatiable crying-out 
of a carnal ¥roice, somewhel~e in the depths of Wagner's latest music. 
(NWB 301) 
~~=~:{Ji(7) rF~ff~~J ~~"~IJt(7)7} 1=~,~~~tLCv*~ rAJ~~'VJr~~^]r.~;-*~~J t~C~(7) r~)J~J 
t~~ ~ (7)J ;~~- I l/ )~~･'J~~t~~ ~ ~ u~()e~ ~~-=._..'~'~{~~) I~1~~'t ~) il~~'.--'^･･_ L ~'h I) . ** **Ju 
~) ;~i ~ ;~ ~BPPD(7).~1/~~~1'm~ ri~~ J l/ )~~P~-~~~~(7)~7 / ~ '- 7'~~--'.--"'~'-'1'17+1i~~!"~Fl~~~ 
l:~~T ~ ;tJ~* y 7.~t'~'~~c7)~=n~"~,tL* ~~~"~~ LS~fO Cv* f' ~ ~ ~/~ / 7:,~~ll]~{~(7) ~Ht~7 ;t ~ j 
~f*~J--'_~'~(:A(7)l~If~~ ~7 'y ~ ' ~L l) ;z, ~~~h~~/~~i ~/ ;~~~i/~~ Tlr ~ l- iC'J~F*i*'~i*v~f*- ~J~ 
~~~ ~ ~7'-j -~'~ c7)~~4,~=~~ ~~f'l~~Cv~~ ~ ~ NWB J*)rlj~(7)~~;i~ll Y~~~. l'l~~~~ -* +*+*'->~*< 
(7)~nT.~~~i~:~ ~~~~~~~, ~IS~iL~s~~'~'1 ~; ~l~~~!~c--f"'~~+ }~l~~ fL~ ~7 / ~'~-~li~ ~-li~.Lj ~rynl~(7)~1~ < ~ '~ 
(7)~~~'*~~ ~ t:~]~,)~tj4~~l~~~t~l~~ Cv･~) ~ ~ ~ ~ ~l)(7)7 p ~ i) -/ ~/ ' f~~ ;z, l･ ~' 
~)~)~ I) t ~)~ }' ' ~fl~~~~~ (7))*~l.;~"i~~ (The lcleas ofRlchald Wagleel)~ ~t~~ J 
~/ )~(7)~7 ) ~Tt ~'m'*'¥(7)**J~z.~ ,~))/~~ OCv･~) ~1 ~. ;~ LC1920iTi}~1~ ~;/~ 
)~)~ ' rl~~- }~ ~-)~ : *~~ (C/7,arles Baudelaire .' A Study) ~ v* ~ ,,'1'~'m:1'~~~:,'il ~) ~)~;fy _ 
J~iLCv*~) ~ ~^(*i*=(7)"'~f'i/~(7)'~'.1'~~;t../-~.~1)~~,;~;･~ ~)7~'~c~i~~ ~-~~~ ~~ = r~~- J~ ~-)~(7) +' *. ' ~ . ;~]~(7)~ ~ iC ~l~)~)7 )- )~~ -"-'"~~~'~'~'li~ic~.'it~) r~-･!)Jri(JJ ~~j*-'i'ti"~!Il~l~=~.l~lt~)*.=･ir¥iCi~v･~>f~r < 7~~~ 
~). ,~[In'=](*{fJ(J}~"~*~'= -) 7~(: k')1･~~~ ~ ~'i~Hf ~/ rl~~ I) '/ ~ 7~':r ~ (7)1(1~=JIJrJ~'･-._.~ ~'Lf,_-~~ ~ ;tT ~ 1 ~ 
l:!C ~ (7)/J~~i~~frf~ L C v･ ~) (7)~'~) ~). 
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　これは二重の意味で裏切りである。「静的」な言説による全体化への裏切リであ
り、同時に、初期の詩篇から晩年の評論に至るまで一貫して重要な位置を与え続け
たボードレールという詩人に対しての薬切りでもある。シモンズは誰かにどこかに
狂信的にコミットしていくことにいつも祇抗するかのように振る舞う。例えばマラ
ルメに対してはその詩の理解不能な暗黒状況に懐疑の念を抱いた結果具象性の高い
「絵」へと接近し、「沈黙の音楽の絵一はその姿を確かなものにされる一方で自らを
脅かすセミオティックなものと同居させられるのである。更に言うならば、「神」
的存在として崇拝する身振りを見せっっも完全に白己のパラダイムに取｝）込んだ
「誤読」によってヴァーグナーを解体していく態度もまた、ヴァーグナーに対する
裏切りである。様々な人物を白らの師と仰ぎ信奉しようとする膚己をシモンズのテ
キストはどこかで裏切り続ける。これは巾央集権化に対する無意識的ともいえる拒
否反応であり、様々なジャンルと様々な都市を越境的に「放浪」し続けることに拠
り所を見いだしたシモンズという知識人の姿である。
　けパルジファル』のレッスン」における加筆部分にはもうひとつ大きな特微が
ある。それはヴァーグナーを他の芸術家との類推の申で捉えていこうとする批評方
法であって、コヴェントリ・パットモア、バッヘヴィットリア（ヴィクトリア）、
パレストリーナ、ワッツニダントン、ロセッティ、二一チェ、ハイドン、夕一ナー、
イプセン、ジオット、グルック、モーツァルト、べ一トーヴェン等、時代やジャン
ルを白由に往来した比較となっている。その多くが「絵」に関する類比であること
は『バルジファル』の絵画的解釈の拡大とも読めるが、同時に、他の領域へと絶え
ず広がって行こうとするシモンズの批評傾向を示すものでもあろう。
　これらの「声」が抑圧こそされ抹殺されずに残存した締果、『パルジファル』体
験を巡るテキスト群とシモンズの経歴との間にアナロガスな関係が成立することに
なる。一般に言われるようにシモンズにとって最初の文学モデルとなったのはブラ
ウニングでありペイターでありボードレールであった。続いてヴェルレーヌに心酔
し瞬間の映像を焼き付けるような印象主義的であると同時に性的で退廃的な詩を多
く残したため世紀末デカダンス詩人の典型と見なされるようになり、その後アカダ
ンスの否定的側面を捨象することでサンボリスムヘと転向していき、それと共に批
評においても実作においても次第に舞台芸術へと中心が移行し始める。『パルジフ
ァル』体験を巡るワグネリアン・テキストはそうしたシモンズの経歴をポリフォニ
ックなままに表象した履歴書の如きテキストでもある。それはBPPDにおいて内
在していたものがNWBに至る過租でよリー層表面化してきていると言ってよい。
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This book is intended to fonTl part of a series, on which I have been en-
gaged for many years. I am gradually working my way towards the con-
crete expression of a theory, or systern of aesthetics, of all the arts. In my 
book on "The Symbolist Movement in Literature" I made a first attempt 
to deal in this way with literature ; other volumes, now in preparation, 
are to follow. 
~~~*U 7~~4~ l-*~~~~ ~zl~'~~~)~ LC ~~C' ~~~jC~i~;~Hf~T~~lj ;~ h(7)~~~'-,)J~ ~ ~_t,O~) . **- ~, -
~~~~*J(7)~f~~y*~~~[Srt7~~~+F~~r.~(7)-~l~:~ f~c ~jS^/t ~)~~~~~._.**-.=h~~U~~;~ tL. ~~:(7)~~4~~~*~ ~)C 
t~C~*-~~;(7) ri=.rli'=-"-'--"'-~J j~~~:~tl~~t~) ~ l) -;~:'~ LC.~~~(;~~~~."~~ttCv+ ~) ~ ~ ~,li~ ~~>iC 
LCv+~). ~ v+ ~ ~ ~ l~~fL~(7)~~f~;z. I' i~'~)~~;7 f )~ ' f~~;~. }' i(I~.'}J~ ~ 
~ ~h-4*~~ ~ (7)P~~~~l) r) (7)~F'~~~;~~L~r*_ L ~, ~ fL~) ,U~~:~*~) ~ ~ v. ~ ~ ~ iC 11~c ~). 
~t~iiC~t;i~~)Hfyrf~~]) ;z. I' (7)~~~)J~ l~~rL~C i*i~~ LC7~;f l) ;~:J~c7)¥Li~:.j 
'. ;~r '~') L/t~･.H~.*;t+1~)~(J~uli~rL;:)~:~~~'~)~). ~r)U~i~/-~> ~~)'*+~~ ~ fL ft ~1 ~ l~ /:!'~ v*~+ 
f)~l) ~~-'~~~'=･"~~~l~C~~ ~. /' ~E:~;~~(7)~f-/ ~~~ i~~h'Fyj~{~i ~~~L~ ~~~fk~i~ 
~.~:)~) 7 7 /~~ ,-'-'~',~~'rril~(7)~!~~~l~~ 7~~c~)-'--'--'-'"'---'~~~--(~"*--(}~1 ~ ~ C~~i=_JJ~~~ rLCv+ ~) ~ ~ ~ l~ - ~ I) ~~}f~7~~ 
LA] nd, in his plays, he has elaborated an art of sensitive, taciturn, and at 
the same time highly cu~namental simplicity, which has come nearer than 
any other art to being the voice of silence. 
He has realised, after Wagner, that the art of the stage is the art of picto-
rial beauty, of the correspondence in rhythm between the speakers, their 
words, and their surroundings. 
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　マラルメやヴィリエの論でもヴァーグナーの名前が引き合いに出されるが、それ
だけでなく、「序文」でもワグネリアン美学が表面化し、ネルヴァルとユイスマン
スではサンボリスム的神秘主義の点で『パルジファル』と連係する。更にヴェルレ
ーヌに関しても「パッハマンとピ’アノ」（“Pachmam　and　the　Piano”）の中でヴァ
ーグナーとの類比を試みていることを考えれば、『文学におけるサンボリストの一運
動』もまたワグネリアン・テキストとして一度は読み直されねばならないのは明ら
かである。ヴァーグナー論にマラルメらサンボリストの名は出てこないが、サンボ
リストの解読はヴァーグナーの名に基づいて為されているという事実をどう受けと
めるか。その答はいまだ解明されてはいないが、少なくともこの書物がフランス・
サンボリスムの紹介書という以上にワグネリアン美学の喧伝書として読めることは
紛れもない事実なのである。
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